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平成
28（2016）年

「未来創造　福知山」多様性あふれる高次機能都市をめざして「未来創造　福知山」多様性あふれる高次機能都市をめざして
第1038 号　第1038 号　

LINE ＠で福知山の
イベント情報・
観光情報など
お届けしています！

福知山市のイメージキャラクター福知山市のイメージキャラクター

酒呑童子酒呑童子 ドッコちゃんドッコちゃん

市長インタビュー市長インタビュー

『新時代　 福知山へ向けて』『新時代　 福知山へ向けて』……P2……P2特集特集

おもな内容おもな内容
■平成 28年度地域防災訓練を実施します……P4■平成 28年度地域防災訓練を実施します……P4
■生活としごとの相談窓口……P9■生活としごとの相談窓口……P9
■第 24回やくの高原まつり……P10■第 24回やくの高原まつり……P10
■キラリ☆ふくちやま■キラリ☆ふくちやま
　「福知山公立大学ボランティアサークル」……P16　「福知山公立大学ボランティアサークル」……P16

7 月 13 日（水）に夜久野小学校 4年生 12人が夜久野町板生7月 13 日（水）に夜久野小学校 4年生 12人が夜久野町板生
にある漆の植栽地で漆かきを体験しました。NPO法人丹波にある漆の植栽地で漆かきを体験しました。NPO法人丹波
漆の漆の岡岡

おかおか

本本
もともと

嘉嘉
よしよし

明明
あきあき

さんらから、漆かきの方法を教わりながら、樹さんらから、漆かきの方法を教わりながら、樹
皮からにじみ出る漆液を丁寧に採取しました。皮からにじみ出る漆液を丁寧に採取しました。

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、写真（L判）を１枚差し上げます。　■秘書課広報係（TEL24-7000・FAX24-7023）
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今
後
の
ま
ち
づ
く
り

能
戸
：
新
福
知
山
市
が
誕
生
し
て
10
年
が
経

過
し
た
節
目
に
市
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
10
年
間
と
今
後
に
つ
い
て
の
お
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長
：
平
成
18
年
の
合
併
か
ら
10
年
が
経
過

し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、長
い
歴

史
や
伝
統
、特
性
が
あ
り
、多
く
の
住
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、生
ま
れ
、育
っ
た
大
切
な
ふ

る
さ
と
で
す
。そ
の
中
で
合
併
と
い
う
非
常

に
大
き
な
決
断
に
至
っ
た
の
は
、
暮
ら
し
の

安
心
を
守
り
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な
行
財

政
基
盤
を
維
持
・
形
成
す
る
た
め
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
合
併
を
機
に
有
利
な
地
方
交
付

税
の
特
例
加
算
や
合
併
特
例
債
と
い
っ
た
財

源
を
活
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
展
開
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
特
例
措
置
も
今

後
５
年
で
な
く
な
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
も

先
行
き
不
透
明
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も

と
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政
基
盤
の
安
定
に

向
け
た
取
り
組
み
を
、
待
っ
た
な
し
で
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
時

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

能
戸
：
財
政
基
盤
の
安
定
に
向
け
た
取
り
組

み
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
様
に
実
現
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

市
長
：
市
政
経
営
の
方
針
や
重
点
、予
算
編
成

過
程
の
見
え
る
化
な
ど
財
政
運
営
状
況
の
透

明
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
外
部
有
識
者
を

交
え
た
全
事
業
の
総
点
検
の
た
め
の
棚
卸
し

を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す

い
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
行
い
、
公
表

を
進
め
ま
す
。

　

単
に
選
択
と
集
中
を
進
め
る
の
で
は
な

く
、民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入
は
も
ち
ろ
ん
、福

知
山
市
に
愛
着
と
興
味
を
抱
い
て
い
る
方
に

登
録
し
て
も
ら
う「
ふ
る
さ
と
市
民
制
度
」の

導
入
に
よ
る
新
た
な
市
政
参
加
に
よ
る
協
働

の
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
多
面
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

能
戸
：「
医
療
・
介
護
・
福
祉
、子
育
て
な
ど
の

充
実
強
化
」
を
公
約
に
掲
げ
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
、そ
の
内
容
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長
：
子
ど
も
を
産
み
、育
て
る
際
に
不
可
欠

な
の
が
、医
療
機
関
で
す
。出
産
時
は
も
ち
ろ

ん
、子
ど
も
が
急
に
熱
を
出
し
た
、部
活
動
で

怪
我
を
し
た
、あ
る
い
は
交
通
事
故
な
ど
、病

院
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
年
齢
と
と
も
に
親
世
代
や
自
分

自
身
が
病
院
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
が
増

え
、時
に
は
急
性
期
医
療
で
あ
っ
た
り
、あ
る

い
は
慢
性
期
医
療
で
あ
っ
た
り
と
、
医
療
機

関
に
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
は
、多
様
化
・
高
度

化
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
も
、
福
知
山
市
民
病
院

も
公
立
病
院
と
し
て
、１
次
、２
次
、３
次
医

療
圏
で
果
た
す
べ
き
役
割
に
応
じ
た
体
制
整

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
や
財
政
運
営
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
・

子
育
て
、
災
害
対
策
、
教
育
、
観
光
、
商
業
な
ど
、
福
知
山
市
の
未
来
に
つ

い
て
語
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
能の

戸と

美み

香か

さ
ん 

京
都
Ｆ
Ｍ
丹
波
Ｒ
Ｊ
（
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）
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備
や
政
策
医
療
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
に

つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、在
宅

介
護
に
お
け
る
か
か
り
つ
け
医
、訪
問
看
護
・

リ
ハ
ビ
リ
・
介
護
、施
設
介
護
の
体
制
整
備
と

と
も
に
介
護
者
負
担
の
軽
減
へ
の
工
夫
あ
る

取
り
組
み
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

防
災
力
・
減
災
力
の

一
層
の
強
化

能
戸
：
平
成
25
年
の
台
風
18
号
や
、翌
26
年
８

月
豪
雨
災
害
で
の
甚
大
な
被
害
を
不
安
に

思
っ
て
お
ら
れ
る
市
民
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
。

市
長
：
国
、府
、市
が
力
を
合
わ
せ
、こ
れ
ま
で

に
な
い
規
模
と
ス
ピ
ー
ド
で
対
策
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、一刻
も
早
い
安
心
・
安
全
の

確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。一方
で
、
自
主
防
災

組
織
の
強
化
に
向
け
た
支
援
な
ど
、
ソ
フ
ト
対

策
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、防
災
力・減
災
力
の

一層
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
京
都
府
の
地
震
被
害
想
定
調
査

で
、本
市
は
三み

峠と
け

断
層
な
ど
に
よ
る
地
震
で
、

最
大
予
測
震
度
７
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は

最
大
予
測
震
度
５
強
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
耐
震
改
修
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
整
備

に
加
え
、
要
配
慮
者
に
対
す
る
個
別
計
画
の

策
定
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
避
難
態
勢
の
確

立
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
対
策
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

就
学
前
教
育
の
強
化
・
充
実

能
戸
：
そ
れ
で
は
、次
に
教
育
面
の
充
実
強
化

に
つ
い
て
の
お
考
え
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
長
：
本
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対

す
る
教
育
環
境
の
充
実
は
、
我
々
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
で
す
。し
か
し
現
実
に
は
、
親
の
経
済

的
な
問
題
、学
力
格
差
の
問
題
、不
登
校
の
問

題
な
ど
、多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
、
就
学
前
教

育
へ
の
取
り
組
み
、保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学

校
な
ど
の
連
携
を
強
化
し
、
経
済
的
理
由
な

ど
に
よ
り
学
外
教
育
の
機
会
の
少
な
い
中
学

生
へ
の
学
び
支
援
と
学
力
向
上
の
た
め
に
、

現
行
制
度
を
中
学
１
年
生
か
ら
も
対
象
に
す

る
な
ど
の
充
実
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
雇
用
促
進

能
戸
：
産
業
振
興
に
つ
い
て
も
市
長
選
挙
の

公
約
で
掲
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
。

市
長
：
昨
年
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、

２
０
４
０
年
の
将
来
人
口
を
７
８
、３
０
０

人
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
１
・
96
と

非
常
に
高
い
も
の
の
、
進
学
に
よ
る
流
出
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
流
出
が
多
い
と
推
察
さ

れ
、
東
京
圏
や
京
阪
神
な
ど
へ
の
転
出
を
食

い
止
め
る
取
組
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。既
に
開
学
し
た
公
立
大
学
を
、ま

ず
は
活
用
で
き
る
大
学
と
な
れ
る
よ
う
注
力

す
る
と
と
も
に
、
社
会
増
に
向
け
た
施
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
産
業
振
興
に
向
け
て
市
内

の
商
工
業
を
活
性
化
し
、
持
続
的
発
展
を
遂

げ
る
た
め
、
商
工
団
体
な
ど
と
連
携
し
た

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
に
よ
り
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
事
業
の
実
施
、事
業
継
続
や
承
継
、

事
業
成
長
、地
域
資
源
の
産
業
化
、課
題
解
決

な
ど
に
取
り
組
む
た
め
、「
福
知
山
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」を
設
置
し
て
、
積
極

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、地
方
移
住
者
や
進
学
者
を
呼

び
戻
す
た
め
、Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
雇
用
促
進

の
た
め
の
企
業
誘
致
奨
励
金
を
充
実
し
て
い

き
ま
す
。

来
て
、
見
て
、
食
べ
て
、

楽
し
め
る
ま
ち
に

能
戸
：
そ
れ
で
は
、最
後
に
新
た
な
観
光
戦
略

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長
：
観
光
客
１
０
０
万
人
を
め
ざ
し
、次
の

よ
う
な
新
た
な
観
光
戦
略
を
展
開
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
観
光
は
地
域
づ
く
り
で
あ
る
と
い

う
観
点
の
も
と
で
、「
観
光
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）」を
設
立
し
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
舞
鶴
に

寄
港
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
か
ら
の
ツ
ア
ー
、
大

学
・
小
中
高
・
ク
ラ
ブ
の
合
宿
な
ど
の
機
会
を

捉
え
た
新
た
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
開
拓
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
、サ
ー
ビ
ス
提
供
に
取
り
組
み
、

観
光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

例
え
ば
、
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る

「
お
城
と
ス
イ
ー
ツ
」に
、観
光
・
農
業
連
携
の

象
徴
と
し
て
、牛
や
鶏
、ジ
ビ
エ（
野
生
肉
）な

ど
を
誘
客
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
た
「
肉
の
ま

ち
福
知
山
」
を
新
た
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す

る
な
ど
、
観
光
消
費
額
の
増
加
を
図
り
、
来

て
、見
て
、食
べ
て
、楽
し
め
る
地
域
づ
く
り

と
観
光
地
づ
く
り
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
本

市
に
定
期
的
に
訪
れ
て
く
れ
る
市
外
の
人
を

「
福
知
山
フ
ァ
ン
」と
位
置
づ
け
、
週
末
農
業

や
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
な
ど
、
多
様
な
交
流
人

口
の
拡
大
に
取
り
組
み
、地
域
活
性
化
、経
済

活
性
化
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

誌
面
の
都
合
上
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
を
抜
粋

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
全
文

は
、
京
都
Ｆ
Ｍ
丹
波
「
福
知
山
は
ば
た
き
タ
イ
ム
」

（
79
・
０
Ｍ
Ｈ
Ｚ
）で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

放
送
日
：
８
月
17
日（
水
）、24
日（
水
）、31
日（
水
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
。

●インタビュアー

能戸美香さん
京都FM丹波RJ（ラジオパーソナリティ）
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平成28年度福知山市地域防災訓練を実施します！
時＝9月4日（日）午前8時30分～ 11時
主会場＝由良川右岸音無瀬橋下流
　　　　河川敷グラウンド（猪崎地内）
※各地域でも避難訓練などの防災訓
　練が実施されます。

○訓練会場では洪水・地震を想定した各防災関係機関が実施する
緊迫感ある訓練が見学できるほか、地震が体験できるコーナー、
非常食の試食コーナーなども準備しています。見学用テントも
ありますので、ぜひこの機会にお気軽にお越しください。また、
各地域で実施される訓練には積極的に参加しましょう！

地震体験 倒壊家屋からの救出訓練 ヘリコプターによる
吊り上げ救助訓練

※訓練当日、サイレン吹鳴、防災行政無線による放送を行いますので、お間違えのないようご注意ください。
問合＝危機管理室（TEL24-7503・FAX23-6537）

時間 避難情報 サイレン吹鳴
第１回目 午前8時30分 避難準備情報 10秒～ 15秒休み～ 10秒…
第２回目 午前8時45分 避 難 勧 告 10秒～ 5秒休み～ 10秒…
第３回目 午前9時 避 難 指 示 1分～ 5秒休み～ 1分…
第４回目 午前9時40分 地震関連情報 なし

○また、これにあわせて午前8時30分に皆さんの携帯電話（ドコモ、KDDI、ソフトバンクに限る）に緊急速
報メールを配信します。市内にいるすべての人に配信されます。

【戸田橋】通行止 のお知らせ
　由良川河川改修事業に伴う橋梁延伸工事のため、
府道石原停車場戸田線「戸田橋」の車両通行止めを
下記のとおり行います。長期の通行止となりますが、
迂回のご協力を何卒よろしくお願い致します。
通行止期間=8月18日（木）午前10時～
　　　　　　平成31年5月末（予定）
規制内容=終日 車両（原付含む）通行止め
　　　　　※歩行者、自転車は通行できます。
迂回路=さくら橋、新小貝橋をご利用ください。
問合=京都府中丹西土木事務所道路計画室
　　　第 1担当　TEL22-5160・FAX22-5167

由良川

さくら橋さくら橋さくら橋
音無瀬橋音無瀬橋音無瀬橋

佐賀農道

府道舞鶴綾部福知山線

府道私市大江線

戸田橋戸田橋戸田橋戸田橋
広域農道

府道福知山綾部線

国道 9号

新小貝橋新小貝橋新小貝橋新小貝橋

凡例
通行止め
迂回経路

N

三段池公園

長田野
工業団地

至綾部市街

特別参与を委嘱しました

プロフィール：
株式会社 PHP研究所  主席研究員／公共
コンサルティング事業部長
（元京都府議会議員、元内閣府規制・制度
改革担当事務局長）
委嘱期間：
7月15日～平成29年3月31日
委嘱業務：
行財政改革全般（事務事業評価システム
の見直し、行財政改革システムの見直し）
において、高度の専門的な知識経験を有
する有識者として意見を求める。

熊
くま

　谷
がい

　　　哲
さとる

地域で実施する防災訓練
（菟原中）
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戦
後
70
年
に
あ
た
り
、
わ
が
国
の
平
和

と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
の
尊
い
犠

牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て

弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の

ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金（
記
名
国
債
）を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

　

第
十
回
の
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、

ご
遺
族
に
一
層
の
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た

め
、
償
還
額
を
年
４
万
円
か
ら
年
５
万
円

に
増
額
し
、
５
年
間
の
国
債
を
交
付
し
ま

す
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日（
基
準
日
）に
資
格

要
件（
生
存
さ
れ
て
い
る
こ
と･

日
本
国
籍

を
有
し
て
い
る
こ
と
）
が
あ
る
戦
没
者
等

の
死
亡
時
の
ご
遺
族
で
、
基
準
日
に
お
い

て「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
」
等
を
受
給
さ
れ
る
人
（
配
偶
者
、

父
母
な
ど
）が
い
な
い
場
合
、法
律
で
定
め

ら
れ
た
順
位
の
先
順
位
者
１
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

１　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
人

２　

戦
没
者
等
の
子

３　
「
父
母
↓
孫
↓
祖
父
母
↓
兄
弟
姉
妹
」

の
順
に
よ
る
最
優
先
順
位
者
で
、
生

前
の
戦
没
者
と
同
一
生
計
に
あ
り
、

か
つ
、
基
準
日
（
平
成
27
年
４
月
１

日
）
に
改
氏
婚
等
を
し
て
い
な
い
者

４　
「
父
母
↓
孫
↓
祖
父
母
↓
兄
弟
姉
妹
」

の
順
に
よ
る
最
優
先
順
位
者
で
、
３

に
該
当
し
な
い
者

５　

１
〜
４
以
外
の
遺
族
で
戦
没
者
等
の

死
亡
当
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

生
計
関
係
が
あ
っ
た
三
親
等
以
内
の

親
族

　

額
面
25
万
円
（
償
還
期
間
：
平
成
28
年

４
月
15
日
か
ら
平
成
32
年
４
月
15
日
）

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

　

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
時
効
に
よ

り
権
利
が
消
滅
し
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
請
求

漏
れ
の
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

市
役
所
２
階
生
活
交
通
課
、
ま
た
は
各

支
所
で
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

窓
口
が
込
み
合
う
場
合
や
一
度
で
手
続

き
が
終
了
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
来
庁
し
て

く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、
戦
没
者
と
請

求
者
の
血
縁
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
ご
準
備

い
た
だ
く
書
類
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
戦

没
者
等
と
の
関
係
が
分
か
る
書
類
や
今
ま

で
受
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
書
類

を
お
持
ち
の
上
、
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
書
類
提
出
時
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
確
認
と
本
人
確
認
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

記
名
国
債
が
国
か
ら
届
き
ま
し
た
ら
、

通
知
文
書
を
送
付
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
、
文
書
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
申
請
い
た
だ
い
た
あ
と
、
国
府

が
行
う
審
査
か
ら
記
名
国
債
の
発
行
ま
で

長
期
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
＝
生
活
交
通
課

（
TEL 

24-

７
０
２
０
・
FAX 
23-
６
５
３
７
）

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

第
十
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
に
つ
い
て
（
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
へ
）

特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

支
給
対
象

支
給
順
位

支
給
内
容

申
請
窓
口

請
求
期
限

そ
の
他

　学校、家族、各種団体やグループなどから案
山子の共同作品を募集します。
開催期間＝10月3日（月）～ 11月4日（金）
募集期間＝9月30日（金）まで
会場＝市内の駅近くの田園などで、車窓から見

える場所。設置は各自でお願いします。
（設置場所の紹介を希望される人は、事
務局まで相談してください）

応募資格＝ 2 人以上の団体・グループで先着20
団体。材料費として 1団体・グルー
プに 3,000 円を支給します。

作品規定＝自由な発想で案山子をイメージし、
車窓に向かってアピールできるも
の。自然素材（木材、竹など）や廃
材などを利用して制作した作品で、
立体の物や田んぼなどの平面で表現
した物を対象とします。

審査＝列車の乗客と福知山市鉄道利用増進協議
会委員による審査を行います。

応募・問合＝福知山市鉄道利用増進協議会事務局　
　　　　　　（生活交通課内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL24-7020・FAX23-6537）

福知山を走る列車の車窓から見る「案
か

山
か

子
し

コンクール」作品募集中！
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■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

8月の肺がん結核検診のお知らせ
検診車が下記の会場を巡回します。
＊申込不要　直接会場へお越しください。
問診票は、会場に用意しています。
費用＝無料（たんの検査　500円）
対象＝ 40 歳以上の市民
注意事項＝最後の胸部レントゲン検査から
６カ月以上の間隔をあけてください。
妊娠中・妊娠の可能性のある人は受診でき
ません。
模様や飾り、ボタンのついていない無地の
シャツ（Ｔシャツ）で撮影できます。

問合＝①西部保健福祉センター
　　　　（TEL37-1234・FAX37-5002）
　　　②中央保健福祉センター
　　　　（TEL23-2788・FAX23-5998）

日にち 会     場 受付時間 問合先

8月17日
㈬

梅谷公民館（梅谷）
鴨野町集会所（鴨野町）
野笹公会堂（野笹）
常願寺公民館（常願寺）
三岳会館（一ノ宮）
上佐々木バス停待合所（上佐々木）
上川口会館（野花）
牧公民館（牧）

8：30～ 8：40
8：50～ 9：00
9：10～ 9：20
9：35～ 9：45
9：55～ 10：10
10：25～ 10：35
10：50～ 11：00
11：10～ 11：25

①

向野集会所（向野）
正明寺公民館（正明寺）

16：00～ 16：15
16：30～ 16：45

②
8月18日
㈭

中央保健福祉センター（内記三丁目）
日吉ヶ丘集会所（日吉ヶ丘）
大正文化センター（東堀）
堀会館（堀口）

11：15～ 11：30
15：30～ 15：45
16：00～ 16：10
16：25～ 16：40

10 月までの期間に各地域を巡回します。

検（健）診

医師の健康教室（全 5回シリーズの第 2回目）

参加費無料　申込不要
時＝8月24日（水）午後1時30分～ 3時
　　（受付時間：午後1時～ 1時30分）
所＝ハピネスふくちやま３階会議室（内記三丁目）
講演テーマ＝「今日からはじめよう！認知症予防」
講師＝西

にし
垣
がき
哲
てつ
哉
や
さん（福知山医師会）

その他＝男性・女性、あらゆる年代の皆さんの参
加をお待ちしております。健康手帳・健康活動ポ
イントカードをお持ちの人は持参してください。
駐車場は数に限りがあります。できるだけ乗り合
わせてお越しください。
※保育ルームがあります。ご希望の人は事前に申
込んでください。

申込・問合＝電話、ファクスまたは直接、中央保健
福祉センター（TEL23-2788・FAX23-5998）まで。

あなたの自律神経は大丈夫？
「ママ元気チェック！」参加者募集！

　子育てで忙しいお母さん！あなたの自律神経
は、もしかしたら乱れているかもしれません。
ちょっとひと息ついて心身のリフレッシュを図
るとともに、自分の健康について振り返ってみま
しょう。参加費無料
時＝8月30日（火）午前10時～ 11時30分
　　（受付 : 午前9時45分～ 55分）
所＝夜久野ふれあいプラザ（夜久野町下町）
内容＝○保健師の話「解き明かす！自律神経と心
とからだの関係」○栄養士の話「食事で作る！ス
トレスに負けないからだ」○体操・試食「心とから
だをリラックス＆リフレッシュ」
対象＝おおむね40歳代までの女性（体操について
は、妊婦の人は見学となります）
定員＝15人（先着順）
※保育ルームがあります。ご希望の人は事前に申
込んでください。

申込・問合＝8月23日（火）までに電話、ファクスま
たは直接、西部保健福祉センター（TEL37-1234・
FAX37-5002）まで。
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わ
が
家

わ
が
家
のの
ア
イ
ド
ル

ア
イ
ド
ル

掲
載
の
申
し
込
み
は
秘
書
課
広
報
係

（
TEL 

24-

７
０
０
０
・
FAX 

24-

７
０
２
３
）ま
で

※
８
月
１
日
号
の
発
行
日（
８
月
４
日
）時
点
の
年
齢
で
す
。

いつも笑顔をありがとう。
兄妹、仲良く育ってね。

山
やま

田
だ

　琉
る

輝
き
ちゃん（3歳）

　　　   莉
り

瑚
こ
ちゃん（8カ月）

上荒河

3 歳になってお話がとても上手に
なったね♪これからもパパとママ
をたくさん “びっくり”させてね！

畑
はた

中
なか

　逸
いっ さ

冴ちゃん（3歳）
駒場新町

情報局
「食生活改善推進員
（ヘルスメイト）養成講座」受講者募集

　食生活と健康に関する正しい知識を学び、地域
の中で食生活を通した健康づくりボランティア
活動を積極的に進めていただく食生活改善推進
員養成講座の受講者を募集します。受講料無料
所＝中央保健福祉センター（内記三丁目）ほか　
対象＝おおむね65歳までで、講座修了後、自ら福
知山市食生活改善推進員協議会に入会し、「食生
活改善推進員」となってボランティア活動を実践
できる熱意のある市民
内容＝医師・管理栄養士・保健師などによる健康
の話、実習など
定員＝10人　※応募者多数の場合は、食生活改善
推進員の少ない地域を考慮して受講者を決定し
ます。※結果は9月下旬頃に応募者全員に郵送に

て連絡します。※保育ルームがあります。ご希望
の人は事前に申込んでください。
申込・問合＝9月14日（水）までに電話・ファクス、
または直接、中央保健福祉センター (TEL23-2788・
FAX23-5998)まで。
【日程】10月～平成29年2月の期間で14日間　計39時間
①10月11日㈫午前 ⑧平成29年1月20日㈮午後
②10月26日㈬午前 ⑨平成29年1月30日㈪午前
③11月11日㈮午前 ⑩平成29年2月 9日㈭午前
④11月25日㈮午前 ⑪平成29年2月24日㈮午前　
⑤12月 9日㈮午前 ⑫11月地域のイベント

⑥12月19日㈪午前 ⑬11月～ 12月実施の
　医師・歯科医師講演会

⑦平成29年
1月12日㈭午前

⑭12月2日㈮午後・15日㈭
　午後 運動研修会

※時間　午前の場合は午前9時～正午、
　　　　午後は午後1時30分～ 4時

　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
（
第
３
期
分
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
２
期
分
）、
市
・
府
民
税
（
第
２
期
分
）
の
納
期
限
日
で
す
。（
い
ず
れ
も
普
通
徴
収
分
）

■
保
険
課
国
保
料
係
（
TEL 

24-

７
０
１
９
）
■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
TEL 

24-

７
０
１
３
）
■
保
険
課
高
齢
者
医
療
係
（
TEL 
24-

７
０
１
８
）
■
税
務
課
市
民
税
係
（
TEL 

24-

７
０
２
４
）

■
代
表
FAX 

23-

６
５
３
７

８
月
31
日
（
水
）

健康づくりテーマ曲
『ふくちライフ～楽しい僕らの福知 LIFE～』
の楽譜が完成♪
　「ふくちライフ」をより多くの人に知ってもらい、健康づく
りへのきっかけにつながるようピアノ譜面を作成しました。学
校や地域の合唱曲としてぜひご活用ください。
譜面＝市ホームページからダウンロード後、中央保健福祉セン
ターまで使用についてご連絡ください。事前にご連絡いただけ
れば、直接もしくは郵送で配布することもできます。
問合＝中央保健福祉センター（TEL23-2788・FAX23-5998） 作詞・作曲を手がけたチキンズキッチン

｝そ
れ
ぞ
れ

１
回
以
上
選
択

し
て
受
講
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成
年
後
見
に
関
す
る

専
門
職
相
談
会

相
談
無
料　

要
事
前
予
約

時
＝
８
月
18
日
（
木
）
午
後
1
時
〜
3
時
（
担
当
専
門
職
：
弁
護
士
）　

所
＝
総
合
福
祉
会
館  

※
前
日
の
午
後
4
時
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）　

問
合
＝
福
知
山
市
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
（
福
知
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
TEL 

25-

３
２
１
１
・
FAX 

24-

５
２
８
２)

■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

福祉

平成28年度要約筆記講座（全11回）
受講者募集

時＝9月21日～ 12月7日（毎週水曜日）
　　午前9時～午後0時30分
　　※11月23日は祝日のため休講
所＝総合福祉会館34･35号室（内記1丁目）
対象＝市内在住・在勤の人
受講料＝無料（テキスト代3,400円必要）
申込方法＝ハガキまたはファクス、メールに氏
名、年齢、住所、電話番号、講座名を記入のうえ、
〒620-8501 字内記13-1 社会福祉課障害福祉係
（FAX22-9073・Eメール:shafuku@city.fukuchiya-
ma.lg.jp）まで。
社会福祉課の窓口でも受け付けています。
締切＝8月31日（水）必着
問合＝社会福祉課障害福祉係
　　　（TEL24-7017・FAX22-9073）

重度の障害児・者に手当を支給します

特別障害者手当
対象＝重度の障害が2つ以上重複するなどによ
り、日常生活において常時特別介護を必要とする
20歳以上の在宅の重度障害者　月額26,830円
障害児福祉手当
対象＝重度の障害のため日常生活において常時
の介護を必要とする20歳未満の在宅の重度障害
児　月額14,600円
申請に必要なもの＝
　▼認定請求書
　▼障害の程度についての医師の診断書
　▼所得状況届
　▼マイナンバーがわかるもの

　▼窓口に来られる人の本人確認書類
　▼その他必要な書類
　※所得制限があります。
※申請されても、障害の程度によっては非該当と
なる場合もあります。

問合＝社会福祉課障害福祉係
　　　（TEL24-7017・FAX22-9073）

いきいき訪問（75歳以上対象）　
利用者募集！

利用料無料
対象者＝下表「運動チェック表」で3点以上の75歳
以上の市民
※介護認定をお持ちの人、介護認定申請中の人は
ご利用できません。

運動チェック表

1 階段を手すりや壁につたわらずに昇っていますか はい 0点 いいえ 1点

2
いすに座った状態から何も
つかまらずに立ち上がって
いますか

はい 0点 いいえ 1点

3 15 分位続けて歩いていますか はい 0点 いいえ 1点

4 この１年間に転んだことがありますか はい 1点 いいえ 0点

5 転倒に対する不安は大きいですか はい 1点 いいえ 0点

合　　計 点

※ご自身で採点してください。
内容＝理学療法士らが自宅を訪問し、相談や体操
指導を行います。
期間＝概ね6カ月間、訪問回数は身体の状況によ
り決定します。
定員＝30人（先着順）
申込・問合＝8月31日（水）までに電話・FAXまたは
直接、高齢者福祉課地域包括支援係（TEL24-7073・
FAX22-9073）まで。

平成 28年度　赤い羽根共同募金助成〈公募〉申請受付開始
　平成29年度に住民主体で行われる『福祉活動』を対象とした赤い羽根共同募金助成事業の公募申請
の受付を開始します。（青春チャレンジ枠・歳末行事枠については、平成28年度実施分が対象）

助成対象事業＝
（１）平成29年度実施…次世代育成枠・高齢者見

守り枠・地域活性化枠・防災減災枠、当事
者事業枠

（２）平成28年度実施…青春チャレンジ枠・歳末
行事枠

申請方法＝9月30日（金）までに社会福祉協議会
指定の申請書を提出してください。（申請期間を

延長しました）
審査決定と交付＝
・10月：審査（プレゼンテーション）を行い、
　交付決定します。
・平成29年度：交付（一部、平成28年度交付）
問合＝社会福祉法人 福知山市社会福祉協議会
　　　（本所）地域福祉課
　　　（TEL25-3211・FAX24-5282）
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情報局
社
会
的
・
経
済
的
自
立
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す

　

経
済
的
な
困
窮
状
態
に
あ
る
人
が
、
そ
の
状
態
か
ら
早
期
に

脱
却
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
新
た
な
制
度
と
し
て
、「
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
」
が
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
生
活
保
護
に
至
る
前
の
早
い
段
階
か
ら
相
談
支
援
員
が
社

会
的
・
経
済
的
自
立
に
向
け
て
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を
行
い

ま
す
。

支
援
対
象
＝
本
市
在
住
の
人
で
経
済
的
に
困
窮
し
て
お
り
、
就

労
な
ど
に
よ
る
自
立
に
向
け
た
支
援
を
希
望
さ
れ
る
人
。（
た
だ

し
、
す
で
に
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
対
象
外
）

相
談
窓
口
＝
社
会
福
祉
課
「
生
活
と
し
ご
と
の
相
談
窓
口
」

相
談
無
料

受
付
時
間
＝
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

支
援
内
容
＝

①
相
談
者
本
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、

本
人
の
意
向
に
沿
っ
た「
自
立
支
援
計
画
」を
作
成
し
ま
す
。

②
自
立
支
援
計
画
に
基
づ
き
、「
生
活
習
慣
改
善
」
や
「
就
労

に
必
要
な
社
会
的
基
礎
能
力
の
習
得
」、「
就
労
体
験
」な
ど
、

社
会
的
・
経
済
的
自
立
に
向
け
た
就
職
活
動
支
援
を
行
い

ま
す
。

③
労
働
や
福
祉
の
制
度
活
用
の
た
め
の
情
報
提
供
を
し
ま
す
。

※
既
存
の
各
種
支
援
制
度
（
住
居
確
保
給
付
金
な
ど
）
を
活

用
し
て
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
包
括
的
・
継
続
的
に
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
各
種
事
業
（
支
援
）
に
つ
い
て
は
、
世
帯
の
収
入
・

資
産
要
件
な
ど
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
支
援
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
＝
社
会
福
祉
課
「
生
活
と
し
ご
と
の
相
談
窓
口
」

（
TEL 

24-

７
０
９
４
・
FAX 

22-

６
６
１
０
）

生
活
と
し
ご
と
の
相
談
窓
口
を

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

～相談と支援の流れ～
本市在住の人で経済的に困窮しており、「自立」に向けた支援を希望される人

「生活としごとの相談窓口」（社会福祉課）
経済的なお困りごと全般についてお伺いします。

☆就労支援
・ハローワークと北京都ジョ
ブパークとの連携
一般就労のための求職活動を
支援します！

☆自立相談支援
・課題の整理や課題解決へ向けた導き、債務整
理など

・自立に向けた支援計画の策定
相談支援員が「自立」を目標に個々の状況に合
わせて寄り添いながら継続的に支援します！ ☆住居確保給付支援

一定期間の家賃費用の給付に
より、充実した求職活動を支
援します！

☆就労準備支援
・就労準備支援および就労体
験就労準備支援および就労体
験（農作業）の利用により、
一般就労に向け、「自立」に
至る前の段階で就労準備を支
援します！

☆その他
・福知山市社会福祉協議会での各種貸付などや
生活困窮者フードバンク事業（緊急一時支援）
の活用

・特定非営利活動法人「ニュートラル」におけ
るひきこもりの人やその家族に対する相談・
訪問支援

・京都司法書士会における法的解決などの相談
支援など

☆一時生活支援
住居を喪失された、または、
喪失のおそれのある人に対
し、宿泊場所の提供などの支
援をします！

連　携
消費生活相談
市民相談 生活保護制度連　携
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福
知
山
高
校　

お
す
す
め
本

Ｐ
Ｏ
Ｐ
展
示
『
夏
』。 

開
催
中

福
知
山
高
校
・
附
属
中
学
校
の
生
徒
が
作
成
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ（
本
の
紹
介
カ
ー
ド
）と
本
の
展
示
を
夏
休
み
の
期
間
中
行
っ
て
い
ま
す
。

時
＝
8
月
26
日（
金
）ま
で　

所
＝
図
書
館
中
央
館　

2
階
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
（
駅
前
町
）　

内
容
＝
福
知
山
高
校
図
書
委
員
会
の
紹
介
本
の
展
示

問
合
＝
図
書
館
中
央
館
（
TEL 

22-

３
２
２
５
・
FAX 

22-

７
１
１
８
）
※
月
曜
日
は
休
館
日
の
た
め
、
展
示
も
お
休
み
し
ま
す
。夏は

海の京都
エリアを
満喫しよう !!

舞鶴市
舞鶴赤れんがパーク伊根遊覧船
時＝8月6日㈯、7日㈰、20日㈯、21日㈰、
　　27日㈯、28日㈰
所＝北吸赤れんが桟橋発（舞鶴市字北吸）
料金＝大人2,500 円（片道1,500 円）、
　　　小学生以下1,200 円（片道700 円）
問合＝まいづる広域観光公社
（TEL0773-77-5400・FAX0773-77-5401）

綾部市
第42回あやべ盆おどり大会＆
　　　　　　　　　あやべ夏あかり
時＝8月15日（月）午後7時～ 9時
所＝あやべグンゼスクエア内
　　（綾部市青野町）
問合＝あやべ盆おどり大会実行委員会
　　　（綾部市観光協会内
　　　　　　　TEL42-9550・FAX42-8514）

■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

人 権シリーズ

　世界各地を焼き尽くし、多くの尊い命が失われ
た第二次世界大戦が終結してから71年が経ちまし
た。この戦争では、日本に二発の原子爆弾が投下
され、今もなおその後遺症に苦しむ人、亡くなる
人がいます。また、世界各地で起きる紛争に巻き
込まれ、命を落とす人や日常を奪われる人々がいま
す。8月は人権強調月間です。この機会に、最大
の人権侵害である戦争の悲惨さや平和の尊さにつ
いて改めて考えてみませんか。
　今年は俳優の水

み

澤
さわ

心
しん

吾
ご

さんをお招きし、杉原千
畝を演じた一人芝居を開催します。杉原千畝は第

二次世界大戦中に、ナチスドイツから迫害を受け
助けを求めてきたユダヤ人に対し、外務省の命令
に反しながらもビザの発行を行い、約6000人のユ
ダヤ人の命を救った外交官です。
　命の尊さを改めて考えるとともに、誰もが安心し
て暮らせる世界を実現するために、私たちに何が
できるか考えてみましょう。

お知らせ

福知山公立大学・京都工芸繊維大学　
合同オープンキャンパス2016　開催

　福知山公立大学および京都工芸繊維大学初の
オープンキャンパスを開催します。受験生の皆さ
んはもちろん、市民の皆さんもぜひご参加くさだ
い。 申込不要
時＝8月11日（木・祝）午前10時30分～午後4時
所＝福知山公立大学（堀）　
※当日はJR福知山駅より送迎バスを運行します。
内容＝学部説明会、模擬授業、相談コーナー（入
試、学科、奨学金）など※詳しくは大学ホームペー
ジ（http://www.
fukuchiyama.
ac.jp）をご覧く
ださい。

問合＝福知山公立大学（TEL24-7100・FAX24-7170）

「森の京都博」参画イベント
夜久野高原・道の駅支援事業
「第24回やくの高原まつり」

所＝夜久野高原芝生広場（ドライブインやくの横）
　　道の駅　農匠の郷やくの
時＝8月27日（土）　午後4時～ 9時
　　8月28日（日）　午前10時～午後9時
テーマ＝「音の和・人の輪・自然との和」
内容＝【夜久野高原芝生広場】
交流ステージ、やく
の高原スター誕生、
花＊花ライブ、バ
ザー、模擬店など
【農匠の郷やくの内】
ミニトレインに乗ろ
う！、スイーツバイ
キング、スイカ割り
など
問合＝やくの高原まつり実行委員会事務局
　　　（TEL090-6820-5774・FAX38-0966・
　　　Eメール：kogen－maturi＠docomo.ne.jp）
　　　「やくの高原まつりfacebook」で検索

「人にいちばん近いまち
づくり　第42回人権を
考える市民の集い」
時＝8月26日（金）
　　午後7時～ 9時
所＝ハピネスふくちやま　　　
　　4階市民ホール
　　（内記三丁目）
定員＝350人（先着順）
入場無料

「決断 命のビザ 
　   ～ SEMPO杉

すぎ

原
はら

千
ち

畝
うね

物語～」
戦争と平和について考えてみませんか？
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情報局
新築・増築　家屋調査にご協力ください

　平成28年1月2日から平成29年1月1日までの間に新築・増築された家屋の所有者には、平成29年度から
固定資産税が課税されます。（都市計画区域の市街化区域の場合は、都市計画税も課税されます）
　固定資産評価補助員証を携帯した職員がお伺いして家屋の評価を行い、課税事務を順次進めているとこ
ろです。対象の人には税務課から事前に文書でお知らせしますので、ご協力をお願いします。
　調査当日は、建物図面があればご用意ください。（図面がある場合、調査時間は約60分です）
　新築住宅については減額措置があり、下記表の要件に該当すれば新築後、一定期間の固定資産税が2分の
1に減額されます。（ただし、都市計画税は除く）　
　調査当日に職員が減額の申告書を持参しますので、必要事項をご記入の上、提出してください。

要件
①玄関、台所、便所を備えていること。
②居住部分が全体の1/2 以上であること。
③居住部分の床面積が50㎡（一戸建以外の貸家住宅は40㎡）以上、280㎡以下であること。

期間

三階建以上の中高層耐火住宅など 新築後　5年度分
一般の住宅（上記以外の住宅） 新築後　3年度分
《長期優良住宅》
三階建以上の中高層耐火住宅など 新築後　7年度分
一般の住宅（上記以外の住宅） 新築後　5年度分
※長期優良住宅とは、耐震性、耐久性能、維持管理について一定の要件に該当し、所管行政
庁から認定を受けて建築している住宅。

範囲 住居として用いられている部分の床面積が120㎡以下の部分

※なお、次に該当する人は税務課までご連絡ください。
①登記家屋を取り壊され、年内に滅失登記が出来ない場合
②未登記の家屋を売買などにより譲渡された場合
③未登記の家屋を建築または取り壊された場合
問合＝税務課資産税係（TEL24-7025・FAX23-6537）

追納制度をご利用ください！

　これまでに国民年金保険料の免除（全額免除・
一部免除）・納付猶予・学生納付特例の承認を受
けられた期間がある人は、保険料を全額納めた場
合に比べ、老齢基礎年金の受け取り額が少なく
なります。そのため、免除や猶予を受けられた人
は、期間が10年以内であれば、当時の保険料をさ
かのぼって納めることのできる“追納制度”があ
ります。追納の申込みは随時受け付けております
ので、将来受け取る老齢基礎年金を増額したいと
考えられている場合は、追納制度をご利用くださ
い。ただし、申込み年度から起算して3年度以前の
保険料を追納される場合は、当時の保険料額に一
定の加算額が上乗せされます。
問合＝市民課国民年金係（TEL24-7057・FAX23-6537）

年金生活者等支援臨時福祉給付金の
申請受付が締め切り間近です！

　受付最終期限は8月31日（水）までです。
　賃金引上げの恩恵が及びにくい低年金受給者
への支援、高齢者世帯の年金も含めた所得全体の
底上げとして、年金生活者等支援臨時福祉給付金
（一人3万円）が支給されます。
　現在、申請受け付け中ですが、受付最終期限が
近づいています。申請をお済ませでない人は、至
急、申請手続きをお願いします。
○申請いただいた人に対しましては、振込前に支
給（または不支給）決定通知書を郵送で送付し
ます。
問合＝地域福祉課年金生活者等支援臨時福祉給
付金担当（TEL24-7092・FAX23-6537）

LINEで情報を
お届けして
います！

LINE@ で福知山のイベント情報・観光情報
などをお届けしています！
■秘書課広報係（TEL24-7000・FAX24-7023）
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■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

－ふるさとの魅力を伝えます－ 福知山リポート福知山リポート
「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」で
使
用
す
る
挿さ

し

絵え

な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
や
、
写
真
な
ど
を
提
供
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
秘
書
課
広
報
係（
TEL 

24
‐
７
０
０
０
・

FAX 

24
‐
７
０
２
３
・
Ｅ
メ
ー
ル　

hisyo@
city.fukuchiyam

a.lg.jp

）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、ド
ッ
コ
イ
セ
リ
ポ
ー
タ
ー
も
大
歓
迎
で
す
。 

募集！

福
知
山
市
広
報
特
派
員　

ド
ッ
コ
イ
セ
リ
ポ
ー
タ
ー

岡お
か　

垣が
き　

清き
よ　

己み

（
大
江
町
二
俣
二
在
住
）

大
江
町
の
名
橋（
三
）

　

昨
年
、
今
年
と
大
江
町
内
宮
地
区
は「
参

道
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
大
勢
の
人
出
で

賑
わ
い
ま
し
た
。昨
年
、
街
道
を
埋
め
尽
く

し
た
人
の
数
は
約
５
、０
０
０
人
と
も
（
主

催
者
側
）。大
勢
の
参
拝
客
を
集
め
た
「
元

伊
勢
参
り
」
が
盛
ん
だ
っ
た
時
代
（
江
戸
〜

明
治
に
か
け
て
）を
思
わ
せ
る
賑
わ
い
が
復

活
し
た
の
で
す
。

　

街
道
の
中
程
に
あ
る
宇
治
橋
。あ
の
お

伊
勢
さ
ん
の
宇
治
橋
と
同
じ
名
前
で
す
。

規
模
は
ま
る
で
違
い
ま
す
が
、擬ぎ

宝ぼ

珠し

を
つ

け
た
風
格
十
分
の
こ
の
橋
、
内
宮
街
道
の

名
所
で
、
的
場
川
に
架
か
り
ま
す
。的
場
川

は
、こ
の
川
の
畔
に
的
場
玄
柳（
全
柳
？
）と

い
う
典
医
が
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
の
命

名
。ま
た
地
元
で「
ボ
ン
サ
ン
川
」と
呼
ぶ
の

は
、
昔
、こ
の
地
区
に
お
寺（
寺
名
不
詳
）が

あ
り
、
そ
の
寺
の
坊
さ
ん
が
川
へ
洗
濯
に
降

り
て
来
ら
れ
て
い
た
と
い
う
言
い
伝
え
か

ら
だ
そ
う
で
す
。

　

日
本
地
図
の
制
作
で
有
名
な
伊い

能の
う

忠た
だ

敬た
か

が
、
文
化
11
年（
１
８
１
４
）、
当
地
を
測
量

し
た
と
き
の
日
記
に
は
「
宇
治
橋
三
間
二

尺
」の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
文
政

３
年（
１
８
２
０
）に
、
元
伊
勢
に
参
詣
し
た

巡
礼
者
・
吉
田
屋
正
六
と
い
う
大
坂
の
人

が
著
し
た
と
い
わ
れ
る
「
西
国
順
礼
略
打

道
中
記
」に
は「
内
宮
村
。
此
町
長
し
。
此

町
の
中
ほ
ど
に
、
う
じ
は
し
あ
り
」と
い
う

書
き
出
し
で
、
こ
の
橋
を
詳
し
く
紹
介
し

て
い
ま
す
。吉
田
屋
正
六
は
、
こ
の
橋
を
渡

り
、皇
大
神
社
に
立
ち
寄
り
、天
岩
戸
神
社

に
も
参
拝
し
た
ら
し
く
、
鎖
に
つ
か
ま
っ
て

登
っ
た
よ
う
で
「
中
々
あ
ぶ
な
い
所
な
り
」

と
書
い
て
い
ま
す
。

　

ボ
ン
サ
ン
川
も
宮
川
（
全
長
１２
・
４
㌔
）

に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
宮
川
も
内
宮（
皇
大
神

社
）か
ら
外
宮

（
豊
受
神
社
）

の
間
は「
五
十

鈴
川
」と
呼
称

を
変
え
、や
が

て
、由
良
川
に

合
流
す
る
の

で
す
。

元
伊
勢
内
宮
の
宇
治
橋

　

そ
の
日
の
真
夜
中
、
女
の
枕
元
に
、き
ら

き
ら
と
輝
く
薬
師
如
来
様
が
笑
顔
で
立

た
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、東
の
方
を
指
差
し
、

「
湯
の
湧
き
出
る
池
が
あ
り
ま
す
。そ
の

湯
で
七
十
七
日
間
顔
と
体
を
洗
い
続
け
れ

ば
、必
ず
病
気
は
治
り
ま
す
。」と
言
わ
れ
ま

し
た
。女
は
慌あ

わ
て
て
飛
び
起
き
、
両
手
を
合

わ
せ
て
周
り
を
見
渡
し
ま
し
た
が
、部
屋
の

中
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
、薬
師
如
来
像
が

あ
り
ま
し
た
。

　

女
は
昨
日
の
夢
の
薬
師
如
来
像
の
教
え

を
信
じ
て
薄
暗
い
朝
早
く
に
東
の
方
向
へ

池
を
探
し
に
行
き
ま
し
た
。

　

空
が
う
っ
す
ら
と
明
る
く
な
り
、
や
っ
と

湯
煙
の
上
る
小
さ
な
池
を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
こ
の
池
だ
わ
。昨
日
の
夢
は
正
夢
だ
っ
た

の
ね
。」
と
大
変
喜
び
涙
を
流
し
ま
し
た
。

女
は
こ
の
出
来
事
を
直な

お

助す
け
に
話
す
と
、「
薬

師
如
来
様
の
お
蔭
で
病
気
が
治
る
の
で
は
。

教
え
を
信
じ
て
池
に
通
い
な
さ
い
。」
と
言

わ
れ
、七
十
七
日
間
池
に
通
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

女
は
毎
日
休
む
こ
と
な
く
笠
で
顔
を
隠

し
村
は
ず
れ
の
池
に
通
い
顔
と
体
を
洗
い

ま
し
た
。直
助
の
家
族
以
外
は
、
誰
一
人
と

し
て
声
を
掛
け
た
り
す
る
人
も
な
く
、
人

目
を
避
け
て一人
で
池
に
通
い
続
け
る
の
は

と
て
も
寂
し
く
苦
し
か
っ
た
。そ
の
寂
し
さ

を
和や

わ

ら
げ
よ
う
と
女
は
近
く
の
山
に
登
っ

て
和
歌
を
詠
み
ま
し
た
。　

　
み
ひ
ら
け
ば
法
の
こ
え
す
る
正
明
寺

　
　
　
　
　
　

物
寂
し
き
は
小
野
脇
の
里

　
こ
の
歌
を
直
助
に
聞
か
せ
ま
し
た
。

　

直
助
は
こ
の
歌
を
聞
い
て
、本
当
に
た
だ

の
旅
人
で
は
な
い
と
思
っ
た
の
で
名
前
を

聞
き
ま
し
た
。し
か
し
、
女
は
言
葉
少
な
く

「
山
陰
か
ら
帰
る
途
中
の
た
だ
の
旅
人
で

す
。」
と
し
か
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の

頃
、
村
に
不
思
議
な
病
気
が
流は

行や

り
ま
し

た
。そ
の
病
気
は
、
高
い
熱
が
出
て
体
に
ブ

ツ
ブ
ツ
が
出
来
る
ひ
ど
い
病
気
で
し
た
。村

の
人
々
は
、直
助
が
看
病
し
て
い
る
女
の
病

気
が
う
つ
り
広
が
っ
た
の
だ
と
、
直
助
を
ひ

ど
く
責
め
ま
し
た
。村
か
ら
、
女
を
追
い
出

す
よ
う
に
言
わ
れ
た
直
助
は
、と
て
も
悩
み

苦
し
み
ま
し
た
。

　

さ
て
ど
う
な
っ
た
で
し
ょ
う
。後
は
次
回

の
お
楽
し
み
。

伝
え
ら
れ
た
民
話
か
ら
人
の
生
き
方
を
教
え
る
言
葉（
三
）

福
知
山
市
広
報
特
派
員　

ド
ッ
コ
イ
セ
リ
ポ
ー
タ
ー

衣き
ぬ　

川が
わ　

壽じ
ゅ　

一い
ち

（
東
中
ノ
町
在
住
）

福
知
山  
小お
の
の
こ
ま
ち

野
小
町
の
里
物
語（
四
）

街道の中程にある宇治橋
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情報局
シリーズ 6262626262福知山の文化財　－未来への遺産－福知山の文化財　－未来への遺産－福知山の文化財　－未来への遺産－福知山の文化財　－未来への遺産－

木
もく

造
ぞう

釈
しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

  1 躯　【国指定重要文化財　彫刻】
（夜久野町直

なお

見
み

宮
みや

垣
がき

　浄
じょう

念
ねん

寺
じ

）

木造釈迦如来坐像

　
　
　

　

猫
は
、
屋
外
で
自
由
に
放
し

飼
い
す
る
こ
と
が
、
本
来
の
飼

い
方
だ
と
考
え
て
い
る
人
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
外
飼
い
の
猫

に
は

①
交
通
事
故
に
あ
う

②
猫
が
感
染
症
に
か
か
る

③
ノ
ミ
・
ダ
ニ
を
持
っ
て
帰
る

④
望
ま
な
い
子
猫
が
で
き
る

⑤
行
方
不
明
に
な
る　
　

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
し
飼
い
を
す
る
こ

と
で
、
糞
便
に
よ
る
悪
臭
や
庭

を
荒
ら
さ
れ
る
な
ど
、
飼
い
主

が
知
ら
な
い
う
ち
に
、
近
所
の

人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

猫
は
え
さ
を
確
保
で
き
れ
ば

特
に
広
い
生
活
空
間
は
必
要
と

し
な
い
た
め
、
狭
い
範
囲
で
も

縦
方
向
の
遊
び
場
を
設
置
し
、

糞
尿
の
し
つ
け
や
爪
と
ぎ
の
場

所
を
設
置
す
る
な
ど
に
よ
り
、

室
内
飼
い
に
順
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
避
妊
去
勢
手
術
に
つ
い
て

　

猫
は
年
に
２
、３
回
の
出
産

を
し
、
１
回
の
出
産
で
３
〜
８

匹
の
子
猫
を
産
み
ま
す
。
避
妊

去
勢
手
術
を
し
て
い
な
い
猫
が

自
由
に
外
を
歩
き
回
る
と
、
猫

は
あ
っ
と
い
う
間
に
増
え
て
し

ま
い
ま
す
。

　

望
ま
な
い
命
、
飼
え
な
い
命

を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、
猫
の

室
内
飼
い
を
行
い
、
万
一
外
へ

出
た
と
き
の
た
め
避
妊
去
勢
手

術
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
＝
生
活
交
通
課

　
　
　
（
TEL 

24-

７
０
２
０
・

　
　
　

  

FAX 

23-

６
５
３
７
）

猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　今回紹介する木造釈迦如来坐像が安置されている宮垣区薬師堂は、夜久野町の直見谷に位置します。
ここは古来より人の行き交う街道筋となっていました。まだ自動車もない時代には、西国三十三ヶ所札
所巡りで第 27番札所の書写山円

えん

教
きょう

寺
じ

( 姫路市 ) から、第 28番札所の成相山成
なり

相
あい

寺
じ

( 宮津市 ) を目指す
谷道として栄えました。播

はり

磨
ま

－丹後を繋ぐこの道は昔、「成相道」とも呼ばれていて、旅
はた

籠
ご

の屋号を残
す家々や道沿いの石道標にある“なりあい道”の文字から、現在も当時の面影を感じられる場所です。
　市内にある仏像の中で国指定重要文化財に指定されているのは、この木造釈迦如来坐像だけです。
　像高は 83.0cmで檜

ひのき

材の寄
よせ

木
ぎ

造
づくり

。彫
ちょう

眼
がん

で髪際は直線的、螺
ら

髪
ほつ

が細かく仕上げられています。頬は豊か
な表現で、額、口、顎は小さめに整えられ、引き締まった表情の印象を受けます。
　現在は、脇

きょう

侍
じ

として日
にっ

光
こう

・月
がっ

光
こう

菩薩像があることからも分かるように、地元で「薬師さん」として親
しまれています。釈迦如来像と薬師如来像は、同じ印

いん

相
そう

( 仏の手のポーズのこと ) で表すことが多くあ
るので、いつの頃からか左手に薬

やっ

壷
こ

を乗せて薬師信仰へと変わっていったのかもしれません。昭和 40
年 (1965) に像内銘が発見され、本来は釈迦如来像として造立された
ことが明らかになり、天

てん

仁
にん

2 年 (1109）仏師安
あん

心
しん

の作であることも判
明しました。
　天仁 2年は平安時代後期、日本を代表する仏師定

じょう

朝
ちょう

の制作した本尊
が安置される国宝の平等院鳳凰堂の落

らっ

慶
けい

から数えて 56年後のことで
す。まさに、定朝様式全盛期の仏像が、宮垣区薬師堂に安置されてい
るのです。
　この木造釈迦如来坐像は、平安仏としての価値はさることながら、
残された銘文などから、形を変えながらも 900 年以上信仰されてき
た時代の流れを感じさせてくれます。
　仏像は、古来より私たち人間が祈りを捧げてきた対象であり、地域
の先人たちの想いがたくさん詰まっていることに大きな価値がありま
す。     　　■生涯学習課文化財保護係　（TEL24-7065・FAX25-3080）
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■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

：1000歩くん、歯には自信ある？
：ん～。実は、虫歯があって治療したところなんだよ…
：そうなんだ。今回は、「よい歯」の表彰を受けた十

そごう

河さん親子に話をきいてきたよ！！

けんこウサギちゃん　 と1000歩くんのいきいき健康トーキング

健康増進計画  知っ得シリーズ Part 55

親と子のよい歯のコンクール  府歯科医師会長賞 受賞

健康増進計画について詳しく知りた
い人は市ホームページで確認できま
す。電話・ファクスでのお問い合わ
せは健康推進室（TEL23-2788・FAX23-
5998）までお願いします。

けんこウサギちゃんのおうち♥

昨年度に3歳児健診を受けた親子の中から、京都府の推薦を受け、福知山市代表として
コンクールに出場し、みごと受賞！

【受賞された気持ちは？】
○母 想像していたより大きな式典にビックリ！
　でも嬉しかったし、良い経験になりました！
【歯の健康について気をつけていることは？】
○母 子どもたちには、「歯磨きは大切なんだよ！」という声か
　けをしたり、夜寝る前の、仕上げ磨きは欠かさずに頑
　張っています。
　歯磨き粉は泡だって汚れが見えにくいと思うので、歯
　磨き粉を付けずに仕上げ磨きをするようにしています。
【定期的に歯医者で健診を受けていますか？】
○母 ちょっと期間があいてしまうこともありま
　すが、１歳頃から歯科健診とフッ素塗布を
　するように心がけています。

【みなさんへメッセージをお願いします】
○母 寝る前のこどもの仕上げ磨きは大変ですが、一緒に頑張りましょう！
歯の健康を保つため、きちんと手入れし歯を大切にしよう！歯の健康を保つため、きちんと手入れし歯を大切にしよう！

十
そごう

河日
ひ

咲
さき

ちゃん（4歳）

　　　　  晴
はる　き

樹くん・裕
ゆう　こ

子さん・桜
さくら

ちゃん・日
ひ　さき

咲ちゃん
　　　  （小学1年生）　　　　 （1歳）　   （4歳）　

きなこパン好き！
アイス好き！

野菜の力
は すごい

！
野菜の力

は すごい
！
野菜を摂ると、こんな効果が！！野菜を摂ると、こんな効果が！！
　◎腸内環境改善　◎腸内環境改善
　◎血圧上昇抑制　◎血圧上昇抑制
　◎食べ過ぎ防止　◎食べ過ぎ防止
　◎ストレス、加齢に対抗！　◎ストレス、加齢に対抗！
　◎がん予防にも！　◎がん予防にも！
　◎脂質改善　　　など　◎脂質改善　　　など

８月３１日は８月３１日は８８
やや

３３
ささ

１１
いい

の日の日

一日の野菜摂取目標は350グラム一日の野菜摂取目標は350グラム
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全国大会出場選手らの力に！
7月 7日（木）

胸骨圧迫などの基礎を学ぶ！
7月23日（土）

スポーツなどの全国大会に出場する選手らに贈る激励Ｔシャツ
のデザインを公募し、最優秀賞1点、優秀賞2点を選出しました。
最優秀賞に選ばれた岡

おか

本
もと

美
み

波
なみ

さん（福知山高校2年生）らが出席
し、7日に表彰式を行いました。大江山・鬼・桔梗をデザインし、
『全力で闘え』というメッセージを添えた岡本さんは、「このＴ
シャツを着て全力でぶつかってほしい」と話してくれました。

親子を対象に市民救命士養成講座が防災センターで行われ、7組
21人が参加しました。消防署職員から胸骨圧迫について、「手の
付け根を胸の中心に」、「1分間に100～ 120回が効果的」、「強く・
早く・絶え間なくが大切」など実技指導を受け、小学生らが熱心に
メモを取っていました。参加した桒

くわ

原
はら

直
なお

美
み

さんは、「何かあった時
の処置を学ぶため親子で参加しました」と話してくれました。

地元の伝統文化に触れる！
7月 5日（火）

地域防災のリーダーを育成！
7月24日（日）

夜久野小学校4年生12人が「やくの木と漆の館」で絵付け体験を
しました。直径10㌢ほどの木皿に福知山城や花などをかたどっ
た型紙をのせ、その上から赤や白などさまざまな色の顔料を混
ぜた漆をスポンジで塗るたたき塗りの技法で絵柄を描きまし
た。塩

しお

見
み

優
ゆう

翔
と

くんは、「歴史が好きなので福知山城を選びました。
色合いに迷ったけれどうまくできました」と話してくれました。

災害時に地域防災の中心を担う人材を育成するため、自主防災
リーダー養成講座が防災センターで行われ、自治会長ら73人が参
加しました。水害時の情報収集などについて説明を受けた後、地震
や洪水などさまざまな災害に応じた実技講習を受けました。震災
対応では、毛布を使った簡易担架の作り方を学んだほか、倒壊家屋
の下敷きになった人をバールなどで救出する訓練を行いました。

まちかどウォッチング

上流に向けてドラム缶を転がす！
7月18日（月・祝）

公誠小学校（休校中）のすぐそばにある雲原川で第10回ドラム缶転がしタイム
レースが行われ、一般の部、女子の部、親子の部、ちびっこの部に過去最多とな
る73チームが参加しました。一般の部は、約150㍍のコースを2人1組で中間地
点まで転がし、バトンタッチしてゴールをめざしました。コース沿いの観客か
ら声援が送られ、レースを盛り上げました。

レースの様子（動画）レースの様子（動画）
は、QRコードもしくはは、QRコードもしくは
YouTube「福知山市秘YouTube「福知山市秘
書課公式チャンネル」書課公式チャンネル」
からご覧ください。からご覧ください。
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。

　今年の4月に開学した福知山公立大学の1回生6人が、ボランティアサークル「G
グローカル

local 
A
アクティベーション

ctivation C
サークル

ircle」を立ち上げ、熊本地震により被災された人々への募金活動や市主催のイ
ベントの運営サポートを積極的に行っています。地域の経営について学ぶ地域経営学部に所属
する彼女たちに、立ち上げの経緯や募金活動、今後の思いなどについて話を伺いました。

第39回「福知山公立大学  ボランティアサークル」

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か

　
「
君
た
ち
の
や
る
気
に
は
負
け
た
」。

　

井い

口ぐ
ち

和か
ず

起き

学
長
の
そ
の
一
言
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル「G

local A
ctivation C

ircle

」

の
発
足
が
決
ま
っ
た
。学
長
に
思
い
を
直
接
届

け
た
の
は
、岡お

か

本も
と

美み

穂ほ

さ
ん
、福ふ

く

吉よ
し

菜な

な々

さ
ん
、

岡お
か

元も
と

公き
み

香か

さ
ん
、平ひ

ら

野の

沙さ

知ち

さ
ん
、加か

藤と
う

結ゆ

女め

さ

ん
、井い

の

上う
え

麻あ
さ

実み

さ
ん
の
6
人
。全
員
が
今
年
の
4

月
に
開
学
し
た
福
知
山
公
立
大
学
の
1
回
生
。

地
域
経
営
学
部
地
域
経
営
学
科
で
地
域
の
経
営

に
つ
い
て
学
ぶ
仲
間
だ
。

　

入
学
し
て
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、仲
良
く
な
っ

た
彼
女
た
ち
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、代
表
を
務
め

る
岡
本
さ
ん
の
一
言
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
し
な
い
？
」。も

と
も
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
っ
た
岡
本

さ
ん
。「
大
学
に
入
学
し
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
み
た
い
」と
考
え
て
い
た
。サ
ー
ク
ル

の
立
ち
上
げ
後
、熊
本
地
震
が
発
生
。自
分
た
ち

に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
話
し
合
っ
た

結
果
、募
金
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
。市
役
所
や

Ｊ
Ｒ
福
知
山
駅
な
ど
で
6
月
ま
で
に
計
14
回
、

授
業
後
に
募
金
活
動
を
行
っ
た
。6
人
中
3
人

が
高
校
生
の
時
に
募
金
活
動
を
し
た
経
験
が

あ
っ
た
た
め
、「
義
援
金
の
協
力
を
呼
び
か
け
る

こ
と
に
対
し
て
戸
惑
う
こ
と
は
な
か
っ
た
」と

話
す
。募
金
を
し
て
く
れ
た
人
た
ち
か
ら
、頑

張
っ
て
と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、「
励

み
に
な
っ
た
」と
話
す
。14
回
の
募
金
活
動
で
集

ま
っ
た
義
援
金
32
万
4
、４
５
５
円
は
、日
本
赤

十
字
社
に
寄
付
し
た
。

行
動
派
の
彼
女
た
ち

　

募
金
活
動
以
外
に
も
、市
が
主
催
し
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い

る
。5
月
に
行
わ
れ
た「
丹
波
福
知
山
明
智
光
秀

サ
ミ
ッ
ト
」で
は
、受
付
け
を
担
当
し
た
。参
加

し
た
福
吉
さ
ん
は
、「
役
に
立
て
た
か
分
か
ら
な

い
け
れ
ど
、市
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
あ
り
が
と

う
と
声
を
か
け
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
楽
し
さ
と
感
謝
さ
れ
る
こ
と

の
喜
び
を
知
り
ま
し
た
」と
笑
顔
。加
藤
さ
ん

は
、「
普
段
の
学
生
生
活
で
は
接
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
人
た
ち
と
話
す
こ
と
が
で
き
て
新
鮮
で

し
た
」と
話
す
。6
月
に
行
わ
れ
た「
や
ん
ち
ゃ

フ
ェ
ス
タ
」で
は
、子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
コ
ー

ナ
ー
を
担
当
。参
加
し
た
井
上
さ
ん
は
、「
子
ど

も
た
ち
に
何
か
を
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
知

り
ま
し
た
。今
後
、子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
中
で
、言
葉
の
使
い
方
や
接

し
方
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
」と
目
標

を
話
す
。

　

サ
ー
ク
ル
と
し
て
個
人
と
し
て
、地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
関
わ
り
、地
域
の
役
に

立
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。学
長
に
直
接
か
け

あ
っ
た
行
動
派
の
彼
女
た
ち
の
志
は
高
い
。

※G
local A

ctivation C
ircle

…
「
世
界
と
地

域
を
活
性
化
さ
せ
た
い
」と
の
意
味
を
込
め
て
名

づ
け
た
。

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
役
に
立
ち
た
い

社会福祉法人が学食周辺で開催
した納涼祭では屋台を担当

ボランティアサークルへの依頼
などは福知山公立大学（TEL24-
7100・FAX24-7170）まで。 市役所前で募金を呼びかけるボランティアサークル


